
堺時雄関係作品資料について

1.は じめに

藤田裕彦

新潟県立万代島美術館では2005年3月5日から4月24日までの会期で「7人の新潟

の写真家たち」展の開催を企画した。本展は当館の所蔵する岡田紅陽、蕪木研爾(一

部はご遺族より借用)、牛腸茂雄、損谷浩、渡辺義雄と佐渡博物館から近藤福雄作品を、

堺時雄ご遺族から堺作品をそれぞれ借用し、新潟県を代表する物故写真家7人の代表

作品を一堂に紹介するというものである。

堺時雄作品に関しては当館では1点も所蔵していないことから、ご遣族との展覧会出

品交渉を行った。その経緯の中至 展覧会への出品とともに、堺時雄作品及び資料の

一括寄贈の申し出を頂いた。

内容をDtめてみると、堺時雄の作品をはじめとしく 父・金井弥一の作品、そして堺時

雄、金井弥一が所蔵していた写真資料があり、その中には明治、大正期の絵葉書やカー

ドなどが含まれている。

金井弥一と堺時雄は新潟県出身の写真家であると同時に、明治 ・大正 ・昭和初期の

日本の写真の黎明期に「芸術写真」の制作を行い、万国博覧会等で発表を続けた人物

である。新潟では金井写真館の名称とともに知られているが、国内ではあまり知られて

いない。堺時雄は現在までに、いくつかの国内の展覧会で紹介されている力ま赴1)、戦後、

父・金井弥一の作品が紹介されたことは1まとんどないと言える。その意味でも、新潟の

写真を語る上で欠くことのできない作家であることから、2004年度に収集させて頂くこ

ととなった。

さく これらの資料を調査し始めると、金井弥一、堺時雄の重要な写真作品であると

1可時に、日本の戦前期の写真資料としてもきわめて貴重であることが分かった。例えiミ

日本写真の開祖の2人の内の下人と言われる下岡蓮杖 H12)から、門下生 ・鈴木真一、そ

_D弟子、金井弥一、そして堺時雄に運なる流れを資料から見ることもできる。本来であ

Fしは 完全に調査を完了してからその全貌を紹介することも考えた。しかし、基本的な

イ〔日、例えば制作年や主題が不詳なものも多いことも事実であり、現段階で紹介するこ

とで、リスト上の間違いのご指摘や新たな作品情報も得られると判断した。堺時雄氏ご

逮族からご寄贈頂いた資料が、日本の写真史を知る上で、新たな貴重な資料となる可能

牛もある。是非、忌悼のないご意見を頂ければと考えている。

2 金 井弥一と堺時雄について住3)

金井弥一は塩谷の屋号で木綿商を営む常助の娘シヅとその婿弥一郎の息子として1854

卓永7)年に生まれた。その後、父・弥一郎とシヅは離縁、明治5年の新戸籍法により塩

f■助は金井常助と改名し、金井弥一となった。幼少の頃、自山神社の覗き限鏡に興味

を忙えた弥―は、その背景となった写真に興味を持つようになり、明治12年、弥一が14歳

■おに東京九段下の鈴木写真館に入門した。鈴木写真館の鈴木真―は下岡蓮杖に師

卜したこともあり、当時の写真館としては名門であったと言えよう。弥一はその間一度も

とヽ宅せ拭 明治19年に開業を許されるまく 7年間修業に巌んだ。晴れて新潟に帰郷する

ri。こは、師である鈴木真一は寒さをしのぐストーブと、自らが撮影した皇族と外国公使ら

ザ真を、弥一の写真館開業のために与えたとのことである。今回の寄贈作品を眺めて

(註1)

jI「時雄作品が展示された展覧会

「日本のピクトリアリズムー風景へのまな

ざしJ(東 京都写真美術館 1992年 8月

28日～10月13日)

「新潟県業術博物館開館25周年記念 郷

上が生んだ美の先進25人展J(新 潟県美

術博物館 1992年 10月2日～11月3日)

閉 世紀美術日本再見 1 1910年 代」(三

重県立美術館 1995年 10弓28日～12月3日)

(註2)

長崎の上野彦馬と横浜の下岡蓮杖の2人

が日本の写真の開祖とされ、当時は「束の

下岡蓮杖、西の上野彦馬」と呼ばれた。と

もに1862(文 久2)年 に開栄している。但

し主題は上野が坂本竜馬や桂小五郎と

いった当時の有名人をはじめとした人物

写真が多いのに対して、下岡蓮杜は風景

や当時の風俗を撮影したものが多かった

ようだ。

(註3)

本稿における金井弥一及び堺時雄の年

譜に関しては下記文献を参考としている。

F父 金 井弥一と我が来し方 明 治の写

真日配 堺時雄(聞き普 妻 柳女)新 潟

明治大正文化研究会批計 昭 和63年



(註4)

古川成俊(ふるかわなるとし 190o96)佐

賀県出身。父も日本の黎明期の写真に貢

献 した古川佐平。1922年東京窒術大学

臨時写真科卒業。卒業後はオリエンタル

写真工業社で技術者となる。新興写真

研究会ではフォトモンタージュ作品を発

表。1962年東京写真短期大学(現 東京

工芸大学)教 授となり、1982年に名誉教

授となった。

なお、その当時のエピツードは下記の通

り。

「また同級生の1人に古川君というのがい

た。九州の医師の件で、ある時、家から

頭蓋骨を持って来た。彼の家は藩医の出

で、罪人の首を貰い受けて作ったものだと

V うヽ。早速それを借りて洋書の上に据え、

傍らに連辺の一枝とローツクを立てた期

台を置いて撮影、それをゴム印画に作成

して「死の花」と題し、コンクールに入選し

た思い出の写真がある。古川君は「して

やられたり」と残念がった。J

F父 金 井弥一と我が来し方 明 治の写

真m刑堺時雄(聞き書 妻 柳女)

新海明治人正文化研究会推キ 昭 和63

li p84

みると、弥一が撮影した後藤新平(大正9年に東京市長となる)や板垣退助らの写真に混

じっく 名の分からない高貴な人らしい肖像写真や、鈴木真一の撮影と思われる、下岡蓮

杖の肖像写真が含まれているが、これはその際に鈴木から弥一がもらったもの力ヽ 弥一の

写真と混ざっく堺時雄に渡ったものと考えることが自然であろう。

故郷に戻った弥一は明治21年、市内の新堀通(現・南浜)に金井写真館を開業し、そ

の当時の県知事から懇意にされるようになる。明治23年に第3回内国勧業博覧会に写

真作品を出品、優等褒状を得る。ちなみに下岡蓮杖と並ぶ西の写真の開祖の一人、上

野彦馬はこの展覧会で有功賞を得ている。明治28年の第4回内国勧業博覧会では弥

一が有功賞牌を得、さらに明治33年のパリ万国博覧会では名誉賞牌を得る。また明治

30年には南浜2番町に閉校となった新潟キリスト女学校を買取り、金井写真館本館とし

て開業するな▲写真館の経営者としても活躍するようになった。以後も明治36年の第

5回内国勧業博覧会では優等褒状、明治37年のセントルイス万国博覧会でも名誉賞牌

を受賞している。

堺時雄は明治31年に金井弥一の三男として生まれ、大正2年 に大叔母 ・堺イチと養

子縁組により堺姓となる。もともと絵画が好きであったが、恩師の薦めもあり東京美術

学校臨時写真科への進学を勧められ、大正8年 に東京美術学校臨時写真科に入学す

る。

臨時写真科は3年制で大正4年 から東京美術学校に開設された(大正15年に廃止

となり、臨時写真科は同年に東京高等工芸学校(現・千葉大学)の印刷工芸科に附属

写真部として移管された)。廃止されるまでの卒業生は臨時写真科と写真科を併せて

もわずかに52名であるが、卒業生の中にはハナヤ勘兵衛らと「芦屋カメラクラ刻 をつく

り、新興写真運動で活躍した中山岩大やオリエンタル写真工業の技術者としく また新

興写真運動でも活躍、後に東京写真短期大学(現・東京工芸大学)の教授となった古川

成俊らがいた (堺の同級生であり、堺が撮影した 《死の花》(紙焼写真I No 20)の モ

テイーフである頭蓋骨を提供)脩主4)。堺自身の入学時も同科の同級生は前述の古川を含

めて5ノ氏である(後古 ＼退学)。講師は鎌田弥寿治教授(工芸化学)、森芳太郎教授(物

理学 ・化学 ・写真術)、久米福衛講師(写真実習)、成田降吉講師 (写真実習)らが担当

した。写真の基礎と実技、化学、物理、デッサンの授業が行われていた以外、どのような

授業が行われていたか今日では知る由もないが、堺自身はかなり充実したものであった

と述べている。

その後、大正11年の万回平和展覧会(東京、上野)に入寓 卒業後は父・弥一の金井写

真館で働き、一時期、志願兵として岐阜県の各務ヶ原の飛行第2大 隊に入隊、除隊後は

主婦之友社の写真部次席を務めている。父・弥一が昭和10年に急逝すると、故郷に戻

り金井写真館を引き継ぎ、昭和16年に召集されるまで写真家として活躍した。復員後、

堺時雄はほとんど専門的な写真家としての活動はやめてしまったため、当館に一括寄贈

になった作品のほとんどはこの頃までに撮影されたものである。その意味に於いても

貴重な作品群であることがわかる。

3 寄 贈作品及び資料の内容



資料(36件)の3つに分けることができるが、総数としては1,200点を超える膨大なもので

ある。当然ながら、全てが作品というわけではない。①紙焼写真の534点の内の372点

は10cm以下の刀ヽさいものであり、単に刀ヽ型であるからというわけではないが、堺自身が

写真作品として意識して制作したものとは考えにくく、即、作品として捉えることは難し

い。また、②ガラス原板及びフイルムは、現在、ガラス原板を使用した写真制作が行われ

ていない上に、今後、現像したとして、作品として準じるものとして捉えるべきかどうかと

いう点も含めく今のところ留保せざるを得なかった。③のその他資料では堺自身が集

めていた当時の写真や、16mmフイルム、スナップ写真ア,レヾ ム、絵葉書帖などが含まれ

ており、今後の調査が必要となる。

以上の理由から、「7人の新潟の写真家たち展」への作品としての出品、及び2004年

度への収集委員会へ諮る作品としては①の紙焼写真534点中、参考程度の小品372点

を除いた162点の中から堺自身が作品として想定していたもので、かつ質的に作品として

考えて良いものを絞り込んだ。次に作品の中の一部に堺時雄の父、金井弥一の作品も

含まれていたことから、明らかに堺時雄によるものを抽出し、さらに同じバージョンがあ

る作品に関してはその中で最良と思われるプリントを選伏 計好点を選定した。

無論、q点 以外を作品と認めないということではなく、今後の調査によっては、随時、

作品化できるよう進めていく予定である。

4 制 作年の設定について

近年『東京都写真美術館紀要 No.4』 (東京都写真美術館 2004つ 力汗J行され、

その中で金子隆一氏による「東京都写真美術館所蔵の堺時雄関係資料につい電 が掲

載されている。この中では東京都写真美術館が平成3年度に収集した堺時雄関係資

料の1919年から1941年までの総リストが、金子氏の詳細な解説とともに紹介されており、

今後の堺作品の調査 ・研究に有益な資料となっている。当館に収蔵されている作品の

制作年の設定についても参考にさせて頂いた。ただ、金子氏の文の「リストの分類につ

い~Cuの
中で「リストにはそれぞれ時代区分の名称をつけてあるld5)。それはいくつも

の写真プリントの裏面に「主婦之友時代」「南浜時代」などのメモ書きが、また小さな写

真を収めてある封筒の表書きに同様のメモが見られることによっている。」と記載されて

いるが、当館に収蔵されている作品にはメモ書きがついていないものも多く、またつい

ていても必ずしも、メモ書きと作品が対応していないものも数多く見られた。その点で

は独自の判断で制作年の設定をせざるを得なかった。以上から下記の通り制作年の

設定を行った。

① 作 品そのものに制作年の記載、あるいはその類があるもの(上記でいうメモ書き)

についてはそれを制作年とした。

② 制 作年が不明なものの中で部東京都写真美術館紀要 No 4』 の中で類似の作品

であると半J断されたものについては、その制作年に準じた。

③ 作 品主題が堺時雄年譜と照らし合わせた際、年譜の出来事と対応していると考え

られるものについてはその制作年とした。

例 75《女性の肖像》→主題的に「主婦之友」のものと想定→1928～33年

但し富士山を題材にしたものは「C各 務ケ原航空時代 1922～192倒と「F市 ヶ

(註5)

「東京都写真美術館所蔵の堺時雄資

料について」金子隆一「東京都写真美術

館紀要No 4J p4142

尚、この中で金子氏は堺時雄作品を下

記のように分類 している。当館も制作年

不詳の作品について一部を下記分類に準

じた。

A 美 校時代(19191922)

B 本 館時代(19221926)

C 本 店時代(19221926)

D 主 婦 之友 社 時 代 ―ポー トレイト

(192伊1933)

E  主 婦 之 友 社 時 代 ―広 告 写 真

(19281933)

F 市 ヶ谷左内町時代(19281935)

G 南 浜本店時代(19361941)

H 写 真ア,レミム(1936-1941)



④

⑤

谷左内町時代一広告写真 1錫 8～193刺の二つの時代に撮影されており、対象が

富士山であっても特定できないことが分かった。一応、前者とした力ヽ 今後の再調

査が必要である。

紙焼き写真とガラス原板に同一のものが見られ、ガラス原板に記載があるものはそ

れに準じた。

上記のいずれにも含まれないものは不詳とした。

5.作 品名称の設定について

作品名称についても基本的に制作年と同じ方法論を用いている力X数多くの作品に

名称は付けられていなかった。詳細は下記の通り。

① 作 品自体に書き込み、付随メモ、入っていた封筒な珈 らかの記載があるものはそ

れをタイトルとした。

② タイトルのわからない鴎 作品で被写体が分かるものはそれをタイトルとした。

③ 『東京都写真美術館紀要 Nα 4』の中で類似の作品であると判断されたものにつ

いては、その名称とした。ただし、堺時雄は全く同一の作品であっても別の名称を

付けることもある為、作家自身の記載があるものに関してはそれに準じている。

④ 上 記に関連して、一つの作品に2つ題名が付いているものに関しては両表記した。

例 525《芸術は不朽》あるいは《秘魂の墓》

⑤ 上記以外のタイトル不明の作品については、タイトルを一括不詳とし、作品主題を

( )内 に記載した。



6 堺 時雄関係作品資料リスト

堺時雄及び関連資料 I― 紙焼写真
※ ・紙焼写真の内、網掛がある写真は2004年度に作品化している。

'155～526番代の作品に関してはほとんどがl ocm四方以下の作品のため、今回は個別タイトル及び作品イメージは付けていない。今後、調査の上、掲載する予定である。

区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

| 不詳 乃木大将 不 詳 17X234

堺時雄 不詳 1922 30×253 9

3 堺時雄 大連郊外 1922 28X205
作品裏面に「Tll美校2年重雄弟 ト
佐藤宅へ同校の日判 と記載あり

4 堺時雄 修道院の壁 1921 295X245

5 堺時雄 不詳 (富士山?) 1922-26 22×303

6 堺時雄 富士山暮色中庭 1922-26 213×293
作品裏面に「左内町時代」と記載あ
,,

7 堺時雄 戦闘中の美観 24×298

作品裏面に書題 「戦闘中の美観 院
一回アジア写真サロン 昭 和16年

入田 及び [堺時姻 」、作品表面右上
にT艶陥11935と記載あり

堺時雄
不詳
(軽井沢万平ホテル ?)

不 羊 185X26

堺時雄
不詳

(ビクターレコー ド)
1920s 185×26

堺時雄
不詳
(母と二人の子ども?)

1921-22 155×11

1 1 堺時雄 遭進の意気 28×235
作品豪面に「卒業制作はこの写真の
全紙版 (カーボン陰画法)、モデル久
本春剃 と記載あり

モデルは当時、同校洋画科 で

柔道部主将 であった久本春雄
二段である。

堺時雄 シルエッ ト 1926 28X215
作品表面右下にT Sakal 1926と

記載あり

堺時雄 築地 1928 245X283 紙焼写真No 66の バー ジ ョン

違い

堺時雄
異人池 (新潟カ トリッ
ク教会付近)

1922 288×21 紙焼写真No 67のバージョン
違い

堺時雄 不詳 (婦人像 横 顔) 215X145



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄
ソフィア

(婦人像 正 面)
1926 26×20 紙焼写真No18の バ ージョン

違い

堺時雄
ソフィア

(婦人像 斜 め右向)
273X218

堺時雄
ソフィア

(婦人像 正 面)
1926 305X25

堺時雄
《窓辺》あるいはく窓辺
の女の子》

1927 305×25

堺時雄 死の花 1920 165Xl1 8

妻面に「学校において写す二年」と
記載あり。尚、東京都写真美術館に
サイズの異なる同作品が収蔵され
ており、そちらの作品名は(哲学)と
なっている。

同級生の一人古川君は、九州の医者の

息子で、ある時、家から頭蓋骨を持っ
てきた。璃医の出であり罪人の首を
賞い受けたという。それを借りて洋
書とローツクをあしらいゴム印画で
撮影したもの。コンクール入選作。

堺時雄 不詳 (外人墓地 ?) 1928-33 210X29

堺時雄 築地 1927 253X303 紙焼写真No 66のバージョン

違い

堺時雄 不詳 (海) 1922-26 241X374

堺時雄 不詳 (外国の教会) 不詳 25×33

堺時雄 不詳 (海 ・せせらぎ) 1922-26 238×295

堺時雄 不詳 (山脈と雲) 1922-26 231X308

堺時雄 不詳 (睡蓮) 不 詳 223×293

堺時雄
不詳 (ハンカチとク
ローバーのモンター

ジュI)

1920s 255X305

堺時雄
不詳 (ハンカチとク
ローバーのモンター

ジュエ)

1920s 255X305

堺時雄
不詳 (花のシルエット
とレコー ドのモンター

ジュ)

254X303

堺時雄

カ トリック教会 (異人
池)左手前猫山医院ヘ

向かう坂道

1922-26 73×101
作品哀面に「カトリック教会 (果人
池)左手前猫山医院へ向かう坂道」
と表記あり



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 不詳 (雪景色 I) 1922-26 1l X16

堺時雄 不詳 (雪景色I) 1922-26 158Xl1 3

堺時雄 不詳 (雪景色Ill) 1922-26 114X157

堺時雄 不詳 (雪景色Ⅳ) 1922-26 10×15

堺時雄 異人池 1922-26 16×115 作品豪に「異人池」と記載あり

堺時雄 あしたの鐘 1928-35 149X192
裏に「あしたの鐘」牛込区市ヶ谷左
円町廿二八堺時雄」とあり

堺時雄
新潟カトリック教会付
近

1922-26 151×254
裏に「新潟カトリック教会付近」と
記載あり

紙焼写真No 67の バ ー ジ ョン

違い

堺時雄 旅日記の一頁 1928-35 146X17

豪に「旅日記の一貫」牛込区市ヶ谷
左内町廿六堺時姻
撮影一月中旬晴 レ ンズ、デッサー

C、フィルター、アグリファ号、級り
F6位 、露出1/15

乾板 オ リエンタルのポー トレー

トスピーデー手机
印画紙、オリエンタルのヴァルダイ
クブラウン

印画法、引仲 現 像液メトールハイ
ドルと記載あり

弥―翁写 弥彦神社 (十日) 不詳 218X278 「弥―翁写弥彦神社 0日)」と記載あ
,,

堺時雄 (婦人の肖像) 不詳 348X255

堺時雄 記念写真 1921 11 l X157

大正10年3月皇后陛下行啓の
際、御前作業をする。翌日その
場を記念撮影 (美校2年 生の
日寺)

堺時雄 (男の肖像) 不 詳 26X208

堺と貴雄 (幼子と鞍) 不 詳 25X30

堺時雄 (二人の女性の肖像) 不 詳 25X27

幸二兄
野口秀雄 (世)
大野屋にて

不 詳 147×10
幸二兄写 野 口秀雄 (世)

大野屋にて



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

弥一翁写 ・

時雄焼付
鵠手田知事 不詳 28X228 「弥一翁写・時雄焼付 範手回知事」

と記載あり
梅手田安定氏は第6代新潟県
知事のこと

弥一 ?
横氏文夫 ・横山松二郎
氏 金 井弥一入門保証
人

不詳 155×105
作品裏に「横氏文夫・横山松二郎
氏 全井弥一入門保証人」と記載あ
り

横山松二郎は新潟の画家

弥一 ? 九段鈴木先生ご夫妻 不 半 16X105 「九段鈴木先生ご夫妻」と記載あり
金井弥一の師、鈴木真― は九

段 に住 んでお り、この よ うな

表記 となったと考えられる。

弥一 ? 鈴木真一先生ご夫妻 不 半 105×68 「鈴木真―先生ご夫妻」と記載あり
鈴木真―は写真家で、下同蓮
杖の一門。金井弥―の師匠に
あたる

全井弥一 ? 富山天地居士 娯 情室 昭和5年 1l X15
「為山天地居士 娯 情室、昭和 5

年 娯 情 トハ畳四枚半板敷半畳」と

記載あり

鈴木真一 ? 下岡蓮杖翁 (初代) 不詳 165X105
裏に「下岡蓮杖翁 (初代)」と記載あ
り

印画紙の裏に鈴木真一の印刷

があり、金井の師、鈴木の撮影

したもの が、金井 を経 て堺 に

渡ったと考えられる。

鈴木真一 ? 下岡蓮杖翁 (初代) 不詳 147X107
真に「下岡蓮杖翁 (初代)」と記載あ
り

印画紙の裏に鈴木真一の印刷
があり、全井の師、鈴木の撮影
したものが、金井を経て堺に

渡ったと考えられる。

金井弥一 ? (卒業 ?記 念写真) 不詳 105X145

金井弥一 ?
九段子鬼 「パイに」ヤ
スッチ

不詳 108×163
裏面に「九段子鬼「パイに」ヤスッ
チ」と記載あり

金井弥一 ?
大朝鮮大使朴泳孝氏の

像
不詳 169×109

裏面に「大朝鮮大使朴泳孝氏の像」
と記載あり

堺時雄
羽下大化氏と家族の肖
像

不詳 108X148
14点が一袋に入っており、袋の外lRl
に「羽下大化氏自宅へ出写」と記載
あり

競貿呂

鰐

羽下大化氏は彫刻家の羽下修
三氏のことで、堺時雄とは東
京美術学校県大会で共に発表
した間柄。大正10年7月 18日
に全井写真館本店で「東京美
術学校県大会展」を開催 して
いる。出品者は堺、羽下のほか、
岩田正巳 (日本国)、広川操一

(日本画)等12名が参加した。

堺時雄 ? 不詳 (女性の肖像) 不詳 225×278
作品の入っていた袋の外狽1に「堺ミ
サホ」と記載あり。ただし、真偽は

不明。

→その後の調査で別人と判
明。

堺時雄 不詳 (海辺) 1922-26 24X448

軍
紙焼写 真No 23の パ ー ジ ョン

追 い。但 し トリミングと紙の

処理は異 なる。

堺時雄 不詳 (猫柳) 1922-26 45×34

堺時雄 不詳 (雲) 1922-26 26X45



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 雲17 1922-26 23X455

堺時雄 富士山 1922-26 29X55

堺時雄
ソフィア

(若い女性の肖像)
1926 292X212

紙焼写真No18の バ ー ジ ョン

違い

堺時雄 不詳 (波) 1922-26 28×422

堺時雄 築地 1927 245X28
表の左上に「TSat 192■と記載
あり

堺時雄
異人池 (新潟カ トリッ
ク教会付近)

1922-26 449X30

堺時雄 不詳 (海辺の風景) 1922-26 248X44
紙焼写真No 23の バー ジョン

違 い。但 し トリミングと組の

処理は異なる。

堺時雄 不詳 (海辺の舟) 1922-26 25X422

中

堺時雄 不詳 (波) 1922-26 27×422

堺時雄 新潟砂丘 (本館時代) 1936-41 27×422

堺時雄 禅 (蝉?)古 の閑 1928 27X418
表に「1 9 2 8さかひとあり」、裏にR単
(蝉)古の閑 堺時雄」と記載あり

堺時雄
不詳 (《海辺》あるいは
日本海の落日)

1922 285X41

堺時雄
不詳
(花と骸骨のコラージュ)

455×555

堺時雄 不詳 (女性の肖像) 不詳 455×342

堺時雄 静物 昭和5年 21X216
「主婦の友時代 習作 静物 (S5)
と記載

堺時雄 通進の意気 不詳 25×216 ※東京美術学校卒業制作作品
紙焼写真No llの バ ージ ョン

違い



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 ヘティ 不詳 302X242
「ヘティ (高勇吉 セ ロリスト婦
人)」と記載あり

堺時雄 不詳 (お手前の景) 1936-41 445X56

金井弥一 ? 不詳 (女性の肖像) 不 詳 237×29
「此国勧業博覧会へ出品」と記載あ
り

金井弥一 信濃川河口 不詳 182×236
「信濃川河口 弥 一翁写ス」と記載
あり

金井弥一 ?

カルテス氏
(岡本小路異人館住)
オキナ屋の八重

(後の藤問静枝)

不 詳
1 2 X 9
1 4 X 9 5

妻に3人の男の肖像、右端の男の端
に「布施孝花?」、「長岡清水土木業
者?」と記載あり

金井弥一 後藤新平氏 263×21 表に「1926弥一」と記載あり
後藤新平 は大正 5年 の鉄道脱

総裁

堺時雄 不詳 (雲と飛行機) 45×57

堺時雄 不詳 壺
〓

c1941 455X555

堺時雄 堺時雄 (男の肖像) 55×435

金井
弥一翁 ?

後藤新平氏
大正10年

頃
15X102

「大正10年頃 後藤新平」と記載あ
り

金井弥―翁 板垣退助 明治24年 20×142 「板垣退助 弥一翁写」と記載あり

明治24年新潟に来た際に撮
影、弥一の写真を気に入り党
員に配るということで7∞枚
の注文があって、因惑 したと
いう記録が残っている。

金井
弥一翁 ?

秩父宮殿下の妹衛 不 半 165Xl1 2 「秩父宮殿下の妹衛」と記載あり

堺時雄
大杉栄 主 婦の友
掲載用 (未掲載)

不 半 127X95 「大杉栄 主婦の友 掲載用 (未掲
載)」と記載あり

金井
弥―翁 ?

帝展審査員 不 詳 113X147 「帝展審査員―同」と記載あり

金井
弥一翁 ?

久米正夫 不 詳 12X167 「久米正夫」と記載あり

ｉ

ｌ

Ｂ

Ｉ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

口

Ｅ

■

日

―

日

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

日

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

‥

‥

‥

―

―

―

―

―

―

懸 10



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄
里見存一家 主 婦の友
掲載用

1928-33 114X152
「里見学―家 主婦の友 掲載用」
と記載あり

堺時雄
三越専属デザイナー

佛人ミスオデット
昭和六年頃 152X98

「三越専属デザイナー 彿 人ミスオ
デット 昭 和六年頃 主 婦の友時
代撮影」と記載あり

堺時雄 オデット
昭和六年

頃か?
16Xl1 2 「オデット」と記載あり

堺時雄
オデット 主 婦の友
営業写真

昭和六年

頃か?

「オデット 主 婦の友 営 業写真」
と記載あり

堺時雄

ソフ トフォーカス 主

婦の友 営 業写真 三
好学 (桜の研究者)令
嬢

1928-33 152Xl1 4
「ソフトフォーカス 主婦の友 営
業写真 三好学 (桜の研究者)令壊
9696」と記載あり

堺時雄 女学校運動会 不詳 153X109 欣 学校運動会」と記載あり 田
凸

堺時雄
不詳 (限鏡をかけた外
国人A)

不 詳 118X8 無
ヽ

100 堺時雄
不詳 (眼鏡をかけた外
国人B)

不 詳 118X8 無

堺時雄 不詳 (しだれ梅 A)
1937年頃

か?
鉦
小

堺時雄 不詳 (しだれ梅 B)
1937年頃

か?
無

堺時雄 不詳 (′J 品ヽ 鉢 植 3題 )
1 9 3 7年項

か?
各8X55 筆

小 日1日IE

堺時雄 不詳 (小品 鉢 植2題)
1937年頃

か?
7 5 X 5 4
8 2 X 6

無
ヽ

堺時雄 不詳 (鉢)
1 9 3 7年4

月1 5日
12×82 「1937年4月15日」と記載あり

堺時雄 不詳 (灯台) 1936-41 92X142 範
和

堺時雄 不詳 1936-41 91X141 「舟江柳三題 朝」と記載あり

堺時雄 不詳 1936-41 91X141 「舟江柳三題 濃縁」と記朝あり



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 ? 不詳 (男の肖像) 不詳 103X7 無

堺時雄 不詳 (堀の景A) 不 詳 無

堺時雄 不詳 (堀の景B) 不詳 筆
ヽ

堺時雄 不詳 (堀の景C) 不詳 6X8 無

堺時雄 不詳 (バスの男) 不 詳 無

堺時雄 不詳 (サ||の中にいる男) 不詳 62×42 毎
ヽ

堺時雄 不詳 (旅館にて) 不詳 77×114 無

堺時雄 不詳 (集合写真) 不詳 12X104 筆
小

堺時雄
不詳

(ピアノを弾く女性)
1919‐22 225X17 無

金井 ・堺 撮 影 芸 術写真 (豊子姉上)板 垣 ・後藤知事

堺時雄 (花) 不詳 10X72 無

堺時雄 (浜) 不詳 12X164 無

120 堺時雄 (浜) 不詳 12X164

堺時雄 (花) 不 詳 12X162 無
ヽ

122 堺時雄 (花) 不 詳 12×162 無

堺時雄 (りんご) 不 詳 78X162 無
ヽ

日  12



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 (花) 不 詳 118×8 範
小

125 堺時雄 (海) 不 詳 103X142 笠
小

紙焼写真No 70の パー ジョン

違い

126 堺時雄 (池) 不詳 103X142 無
小

堺時雄 (浜) 不詳 78Xl1 4 無

堺時雄 (浜) 不詳 74Xl1 3 鉦
小

堺時雄 (浜) 不詳 78×113 範
ヽ

堺時雄 (浜) 不 詳 94Xl1 3 無

堺時雄 (浜) 不詳 11×153 亜
一

堺時雄 (異人池) 不詳 103X143 鉦
一

※紙焼写真534の バー ジョン

違い。尚、本作には大 きさなど

が異 なるバージョンがい くつ

も有 り

堺時雄 (海) 不 詳 102×143 無
紙焼写真No 65のバージョン

違い

堺時雄 (海) 不 詳 102X143 無
小

紙焼写真No 70の バ ー ジョン

違い

堺時雄 (花火の連作 。新潟) 不 詳 145×105 霊
ヽ

台紙付

堺時雄 (花火の連作 ・新潟) 不 詳 145X105 筆
小

台紙付

堺時雄 (花火の連作 ・新潟) 不詳 145X105 無
小

台紙付

堺時雄 (花火の連作 ・新潟) 不詳 145X105 無 台紙付

堺時雄 (花火の連作 ・新潟) 不詳 145×105 無
ヽ

台紙付

13 田



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 (花火 。新潟) 不 詳 145X105 狂
小

堺時雄 (花火 ,新潟) 不 詳 145×105 狂
小

バ ラ 液 紙

堺時雄 ? キリス ト教 葬 式
昭和10～

15
142X20 於天守教 昭和10～15年と記載あり

金井弥一 礎町より征谷小路を望
む

昭和7～8 15X105 昭和 7～ 8年 と言己載あり

金井弥一 上大川前十字路より万

代橋方面を望む
昭和7～ 8 15×105 昭和 7～ 8年 と記載あり

堺時雄 ? (庭) 不詳 23X17

※裏に細かく製作までのプロセス

の記載あり。詳細は別紙写しを参
照のこと。

不詳 女性の像 不詳 135×86 画面上にサインあり

金井弥一 初期自動車新発田町第
1号

不詳 96×135 合紙付

堺時雄 ? 花火 不詳 28×205

堺時雄 ? 花火 不詳 28×235

150 不詳

旧制高校六花寮記念祭
街頭ス トーム於天祐堂

角

不詳 30X245

金井銀瓶 糸柳 不 詳 295X217

不 詳 (鍔) 不詳 21X165

153 金井弥一 母子着色写真 不詳 255×205
「全井弥一翁 着 色写真第一号」と

記載あり。※額破損

金井弥― 篭平田知事令壊
明治244

S

明治292

28×22 「全井姑上着色」と記載あり

■ 14



区分 撮影者 作 品  名 制作年 サイズ 備 考 作品写真

堺時雄 ? 新潟地震 ・台風
昭和31年

頃
7 8Xll 表題作は8点、他に「P品りJが2点

不詳 新潟大火
昭和31年

10月十日

①58×8 1
43点

②83X12
8点

「米軍人撮影」と記載あり。なお51
点中7点は海岸風景

堺時雄 ?
昭和初期 (主婦の友)
時代 女 性風俗写真

不 詳 102X78 16点

堺時雄 ? 主婦の友時代 風 景 不詳 95X135 16点

1248
!  S

1252

金井弥― ?
篭平田知事及令嬢
大津参事官夫人

不詳 165X105 占
小

堺時雄 ? 主婦の友時代 昭和5～8 77点

堺時雄 美校時代 不 詳 17点

S 堺時雄 航空写真 不 詳
「東美潟ア トリエ」と記載 あり
118点

堺時雄 主婦の友時代 不 詳 62点 (内広告2点 )

527 不詳 男の肖像 不詳 254X192

528 不詳 男の肖像 不詳 222X158

529 不詳 男の肖像 不詳 278X125

530 不詳 男の肖像 不詳 218× 16

堺時雄 レクイエム 1992 50X655

532 堺時雄
《芸術は不朽》あるいは
《秘魂の墓》

C1920 55×425

533 堺時雄 下萌 1926 20×543 「北赳新潟之堺時劇 と記載あり。

堺時雄 早春 S2年2月 38×565

15 群



堺時雄及び関連資料 Ⅱ一 ガラス原板

※ガラス原板の箱は3箱あり、それぞれに便宜的に①～③と名称を付けた。尚、箱①と③については藤田主任学芸員、箱②については桐原主任学芸員が調査・記録
を行 った。

名称不詳

旧姓高等学校

羽賀家関係

(異人池) ※紙焼きに同じ作品がある

(鼻眼鏡をかけた男)

(鼻R艮鏡 をかけステ ッキ を

持った男)

215X165(鼻限鏡をかけた男)

215X165主婦友にて 大 平家族 「主婦友にて 大平家族」と記載あり

(一人の男)

昭和12年 11月26日
袋に「TSホ 」 原盤に「938ベビーホーム様」
と記載あり

215× 165 「」瑚口文円」と記載あり

昭和‖年1 月1 日友人 吉 田ケン吉
袋に「友人 吉田ケン吉 No100 青 木信次
郎」と記載あり

昭和11年3月24日ソフィア シ ャルフェーフェ 215× 165 「美 ソフィア・シャルフェーフェ」と言己載あり

昭和12年 9月 11日カ トリック教会 葬 式
袋には「カトリック教会 葬式 872 野 島穫
四郎 名刺ニシテーfBlとあり、ガラス原盤本
体には「13年5月10日 石森喜代末」とあり

カソリック教会 葬 式 215X165昭和13年 4月 ベビーホームとあり」

昭和12年6月26日 「TS吉 塚山子成 12626」 と記載あり

「場卯三郎 8272枝 」と記載あり

昭和12年 7月 11日 「TS野 島穫四=団と記載あり

「TS番 州 と記載あり

215× 165 「書外 小沢天末」と記載あり

215× 165 「美 吉町二吉」と記載あり

12X168昭和1 4年1月2 1日 「新井清一樹 と記載あり

昭和12年 10月24日 「915宮坂ユキ子」と記載あり

昭和12年 1月 31日

(火鉢にあたる学生たち)

(勉学に励む学生たち)

昭和12年 12月 7日 12X168 「944関屋知事 大刀」とnB載あり

12X168昭和8年 7月 9日羽賀さん 四 ヶ月の令子
「羽賀さん 四 ケ月の令子 オ リエンタルボー

トレイト」と記載あり ※ 尚、薄紙がガラス原
板に付着しており、引きはがすことは不可能。

12X168羽賀さん 四 ヶ月の令子 昭和8年 7月 9日

「羽賀さん 四 ヶ月の令子 オ リエンタルポー

トレイト」と記載あり ※ 尚、薄紙がガラス原
板に付着しており、引きはがすことは不可能。

12X168

(子ども) ※ガラス原板 と表面に剥離があり

昭和12年 8月 25日 「番外 羽賀様」と記載あり

昭和12年 8月 25日 「番外 羽賀樹 と記朝あり

■ 16



箱①
件数

ガラス脇
き

営業写真 (本館時代)

箱に「R召和拾弐年二月撮影せる物 番 号をつける事」に記載あり

1 堺時雄 昭和12年 12X168 「清野様 カ ビネ 斎 藤政細 と記朝あり

堺時雄 (女性の肖像) 不詳 12X168 「清野様 カ ビネ 斎 藤政太郎」と記載あり

堺時雄 (男性の肖像) 不詳 12X168

堺時雄 (男性の肖1象) 不詳

堺時雄 渡辺兼久 昭和13年3月17日 「1078渡辺兼剣 と記朝あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳

堺時雄 (和服の女性) 不詳 2X168 「斎藤政太農門と記載あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳 12X168 「斉藤政太虫回と記載あり

堺時雄 (女性の像) 昭和14年6月9日 12X168 「師範校長 永島意文助」と記載あり

堺時雄 (二人の女の子) 昭和14年6月9日 12X168

1 1 堺時雄 昭和14年 10月25日 12X168 「高野」と記載あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳 12X168

堺時雄 ′J ホヽホミドリ 昭和9年 8月 2×168 「小林ミドリ」と記載あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳 2×168

堺時雄 昭和12年 12月30日 2×168 「963中川樹 と記載あり

堺時雄 (男の肖像) 不詳 2×168

堺時雄 近藤モ ト子 昭和12年 5月 2日 12X168 「777近藤モト子」と記載あり

堺時雄 (兵士の肖像) 昭和14年9月14日 12X168 「青木 大力」と記載あり

堺時雄 (兵士の肖像) 昭和14年9月 11日 12×168 「フオキ」と記載あり

堺時雄 (兵士の肖像) 昭和14年9月11日 12X168 「アオキ」と記載あり

堺時雄 (兵士の肖像) 昭和14年 9月 11日 12X168 ※ガラス原板と薄い紙が付着

堺時雄 (兵士の肖像) 昭和‖年1月 1日 12×168
「青木信次郎」と記朝あり ※ ガラス原板と薄
い紙が付着

営業写真 (本館時代)

1 堺時雄 (和服の女性)

昭和10年12月
※本体には昭和14

年1 0月2 8日と記載
あり

12X168
袋には「船橋芳郎」、本体には「斉藤政次郎」と
記載あり

23

堺時雄 (二人の女性) 昭和13年1月5日 12X168 「978須藤三年」、「98刀喘ホミドリ」とn3載

堺時雄 (和服の女性) 昭和11年 10月 12X168 「内藤和子」と記載あり

堺時雄 (男の肖像) 不詳 12X168

堺時雄 (女の肖像) 不詳 12X168 「斉藤政太郎」と記載あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳 12X168

堺時雄 (男の肖像) 不詳 12×168

堺時雄 大倉武司 昭和‖年5月 16日 12X168 「大倉武司 No 33倒 と記載あり

堺時雄 (和服の女性) 不詳 12X168

堺時雄 (洋装の女性) 不詳 12X168 「田代構」と記載あり

堺時雄 (洋装の女性) 不詳 12X168

堺時雄 (洋装の女性) 不詳 12X168

堺時雄 (二人の子ども) 昭和14年4月15日 12X168 「渡辺兼久制 と記載あり

堺時雄 (ひなまつり) 昭和13年 3月 5日 12X168 「1070深沢」と記載あり

堺時雄 (和服の女) 昭和14年 5月 18日 12X168 「萩野様」

堺時雄 (小さい水兵さん)

昭和12年1月3日
※本体には昭和14

年1 1月1 5日と記載
あり

12X168 「舟越カー 高野」と記載あり

堺時雄 (和服の女) 昭和13年11月20日 12X168 「斉藤文吉1339」と記載あり

堺時雄 (男女の肖像)

昭和10年10月2日
※本体には昭和14

年10月13日と昭和
13年10月13日と記
朝あり

12X168 「山ノ下 日石商舎 馬場合言」と記載あり
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箱①
件数

ガラス脇
き

フィル

ム

堺時雄 (男の肖像) 昭和14年 7月 12日 12×168 「藤シマ主殿」と記載あり

堺時雄 (赤ん坊) 昭本814年9月6日 12X168 「仁回女蔵」と記載あり

堺時雄 (二人の子ども) 昭和14年4月15日 12X168 「渡避兼二」と記載あり

堺時雄 (和装の女) 昭和14年 5月 6日 12×168 「1373渡 辺森ゾー」と記載あり

営業写真 (本館時代)

1 堺時雄 田中緑 (和装の女) 昭和11年 5月 15日 12X168 「No3291と 記載あり

堺時雄 伊藤 (和装の男) 昭和1+年10月 17日 12X168 「No 444」と記載あり

堺時雄 宮田力 昭和9年 5月 12X168

堺時雄 (女性の脚) 不詳 12X168

堺時雄 (女性の脚) 不詳 12×168

堺時雄 (結婚式) 昭和13年 1月 12X168 「福田」と記載あり

堺時雄 (結婚式) 昭和13年 4月 18日 12X168 「大谷樟」と記載あり

堺時雄 ? (女と子ども) 不詳 12×168

堺時雄 ? (花嫁) 昭和13年 2月 18日 12X168 「島本」と記載あり

堺時雄 ? (婦人) 昭和12年 6月 29日 12×168 「北越製紙」と記載あり

堺時雄 ? (親子) 不詳 12×168

堺時雄 ? (ダンス) 不詳 12X168

堺時雄 ? (和装の婦人) 不詳 12X168

堺時雄 ? 鏑木清方画伯令嬢 昭和9年5月 12X168

堺時雄 私 (堺自身か?) 不詳 12X168

堺時雄 (展示風景) 昭和12年11月20日 12X168 「高代デパート 山上」と記載あり

堺時雄 (和装の女性) 昭和11年5月 5日 12X168 「回中純」と記載あり

堺時雄 ? (弓) 昭和12年 1月 17日 12×168

交友関係 天 地居士、フィッシャー (旧高先生)、宮日、山文

1 堺時雄 (親子) 昭和13年 4月 29日 12×168 「山文事西沢氏 1122」と記載あり

4

堺時雄 (五人家族) 昭和14年 3月 26日 12X168 「宮田印房」と記載あり

堺時雄 フィッシャー家 昭和12年 12月25日 12X168 「フィッシャー」と言己載あり

4 堺時雄 フィッシャー家 昭和12年 12月25日 12X168 「フィッシャー」と記載あり

和楽庵 (本館時代)

1 堺時雄 (お茶) 昭和13年10月 2日 12X168 「志賀」と記載あり

2 堺時雄 (お茶) 昭和13年 10月 2日 12X168 「志賀先」 と記載あり

堺時雄 (お茶) 昭和13年 10月 2日 12×168 「志賀」と記載あり

4 堺時雄 (お茶) 不詳 12X168

堺時雄 (お茶) 昭和13年 10月 2日 12X168 「志賀」と記載あり

堺時雄 (お茶) 昭和13年 10月 2日 12X168 「志賀」と記載あり

7 堺時雄 (お茶) 昭和13年10月 2日 12X168 「安藤」と記載あり

8 堺時雄 不動院献茶式 昭和12年 10月 3日 12X168

9 堺時雄 縣立高女四年五組 昭和12年2月 12×168

堺時雄 (お茶 不詳 12X168

堺時雄 (お茶 不詳 12×168

堺時雄 (お茶 不詳 12×168

堺時雄 (お茶 不詳 12×168

堺時雄 不動院献茶式 昭和12年 10月 3日 12×168

ワーリア ・オルガ

1 堺時雄 (ワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12X168

2 堺時雄 (和装のワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12X168

3 堺時雄 (ワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12X168
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箱①
件数

轍
き

堺時雄 (横を向くワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12X168

5 堺時雄 (ワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～ 19年)
12X168

堺時雄 (窓に侍むワーリア ・オルガ) 昭和12～ 19年 12×168
「昭和12年2月 3日」と言己載が直され伸召和19
～2月3日」と記載あり

7 堺時雄 (窓辺のワーリア ・オルガ)
不詳

(昭和12～ 19年)
12X168

堺時雄 (ワーリア ・オルガ)
不詳
(昭和12～19年)

12X168

堺時雄 (着物を着たワーリア・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12×168

堺時雄 (目を伏せるワーリア・オルガ)
不詳
(昭和12～19年)

12×168

堺時雄 (上を向くワーリア ・オルガ)
不詳
(昭和12～19年)

12×168

堺時雄 (髪に触れるワーリア・オルガ)
不詳

(昭和12～19年)
12X168

桜と扇 カ マキリ他

1～8

1～3

堺時雄

堺時雄

ガラス

紙焼き 卜 1端
8

3

歴代市長 後 藤新平

1～8 堺時雄 ガラス 164×12 8

1 堺時雄 紙焼き 12×88 |

金井、堺、関係人物 か ほる 栄 子

1～20 堺時雄 ガラス 12X168

1 堺時雄 紙焼き 12×168 1

金井弥一翁と母

1～9 堺時雄 ガラス 12X168 9

主婦の友之時代 日 比谷公国内料亭 (東京)松本楼家族

1～6 堺時雄 ガラス 12X168 6

1 堺時雄 アクリル板 12X168 1

美術品写真 (複写)

1～16 堺時雄 ガラス 12×168

美術品写真 (複写)古 記文常助、安部衛書簡、安田靱彦

1～18 堺時雄 ガラス 12X168

花 (1.名骨横顔、ひなげし、すすき、和楽庵にて茶 と し子、いわ子)

1～19 堺時雄 ガラス 12X168

航空写真その他 第 二大隊、大山○道

1～8 堺時雄 ガラス 12×168

1 堺時雄 アクリル板 12×168 |

1 堺時雄 紙焼き 12X168 1

特殊 建 物撮影 (大礼服等)

1～12 堺時雄 ガラス 12X168

花 (主婦之友、本館時代)(雪窓)岡田雄二「カトリックの雪」 石渡「女子ダイビング」

1～16 堺時雄 ガラス 12×168

主婦の友時代 (日寺雄像)

1～13 堺時雄 ガラス 12X168

昭和12年 広 告写真

1～18 堺時雄 ガラス 12X168

1 ～ 1 1 堺時雄 紙焼き 12×168 1 1

19 ■



箱①
件数

峨
き ム

大連郊外地 (美校時代)閑  新 薬師寺 ガ イコツ 132と 記載あり

1～12 堺時雄 ガラス 12X168
「美大―本館I時代 本 館I時代 習 作」と記
載あり

主婦の友時代 複 写元32『 高り2枚  風 景 (本館時代)

1 ～ 1 1 堺時雄 ガラス 12X168 1 1

日本ライン

1～10 堺時雄 ガラス 12X168

箱①合計

箱②
件数

働
き

フィル

ム

1～9
銀色のアグファの箱 「復写」
ガラス原版9点

12X163 文書などの複写 9

1～15

コダックの箱 「人物、シャル
フェ、オリガ、他/制 作、数点」
ガラス原版15点

1938-39?

(滝 各務原)(営業用人物)(眼鏡をかけた男性肖像)く大平様御
夫∋  (豪面「北山浄光寺」 日召和13年11月21日撮影)((夫姜坐像))
(要面「志賀様」 日召和12年1月5日撮影)((女性の腿からしたの
両足)〉(豪面「平松椋」昭和13年10月23日撮影)く(女性の腿から
したの両足))(裏面「藤井様」昭和13年4月20日撮影)〈(結婚記念
夫雲像)》(裏面「番外」昭和10年3月17日撮影)(作品原版)((た
ぼこHopeの写っているもの))((風景))く偶然のダブルウォーク)(ニ
重写しのこと)((琴を弾く女性))(原版に「力1478梁取 1431倒 )
(オリガ,シャルフェフ)(オリガ・シャルフェーフ)(オリガ・シャ
ルフェフ》

1～19
「営業写真(名士多)弥一翁写」
ガラス原版19枚

1915-1919?

く知事坂正臣?)(上部が円孤状に欠揖)(東郷平八郎元帥(絵画複
写)》《(男性像))(写真複写)(石井警視》く14622 山 田E(?)農D
《中条》《大正8年 1月 3日 木 村教?郎)(金子直弘)(男女正座
像、披露宴?)く(男性膝上像))《県役人 村 井氏?)(白 金 関川
年(重?)安 大正4年12月22日)(裁判所長)(白金 加勢清雄 大
正4年11月10日)((男性上半身像))〈日比野雷風〉く大熊重信翁)(右
上欠損)《前田正名翁)《三松知事)(国分大尉 十六連防

1～13

O R I E N T A L  P O R T R A I T
S P E E D Y  P L A T E Sの箱 「花
蓮水蓮 ふき。」
ガラス原版13枚

1933? 107×82

(雨後の睡蓮昭和8年7月15日)((睡蓮))く(連))((睡連))((睡蓮))
(池の魔力 昭和8年7月15日)((睡蓮))く(睡蓮))く(睡蓮))((睡
蓮)》(雨後の睡蓮 昭和8年7月15日)(は きヽのとう?))くは きヽ
のとう? )》

1～14

FU」I DRY PLATES Alの 箱
「旧高校寮祭(本館時代)S14
年」「昭和13年5月- 9月 」
ガラス原版14枚

1939? 107X82 (特にタイ トル らしきもの しるされてお らず)

1～2

FU」I PORTRAIT PLATESの

箱 「復写」「複写 芋 銭、時宗」
ガラス原版2枚

107X82 く芋銭》(書物の中の肖像図版の複写)(北条時宗 復写) 2

1～ 13

FU」I DRY PLATES Alの 箱
「雪 他  税 関 新 潟造船所」
「税関 ・雪 ・新潟造船所」
ガラス原版13枚

107X82
《雪)((不詳))((つらら?))〈雪)(新潟造船所)(船)く(浜?))((船)》
く(船))く(船))《税関〉《税関)〈税関)

1～13

APM PLATES NOSKRENE
の箱「スケッチ 西 堀時代(本
館時代)」「普風景 新 潟、寒
山寺」
ガラス原版13枚
ネガフィルム1枚

107X82

く光林寺》《光林寺》《光林寺)(大平良平氏 (中学時代))く大平佳郎
氏(?)》衛少丘(新潟)》く日本海の波》《カトリック教会)く異人池 カ
トリック教会)(本館三階より)(本館二階より)(夏草)(ぶどう)(こ
れのみフィルムのネガ 31X108 角 一箇所欠損)く蓮池》

1 ～ 1 1

「習作 (本館時代)」
ガラス原版11枚
ネガフィルム2枚

※注 この梅のも
の全体に状態悪い。
1辺が湿気で袋と

原版が張り付いて
いる。

107X82

《(不詳))(ネガフィルム同封)((海岸に掲げられた旭日旗)〉く(翻
る旭日旗))(読力め(二輪馬車の競走)(読が)(二輪馬車の競走)く競
馬)((不詳)》(ネガフィルム)((こいのぼり))《光輝ある海軍)(翻
る旭日旗)《(旗)》《(旗))く吹流し》

1～4
アグファの箱 「時雄 (幼児～」
ガラス原版4枚

107×82
(志麻温泉の山頂/時雄 (美校二年)/森 先生写)(宮士山頂 (主婦
の友時代)/堺 時雄》《堺時雄 (幼稚園))(堺時雄 (一才))

4



箱②
件数

ガラス跡
き

フィル

ム

1 ～ 1 1

FUJl DRY PLATES Alの 箱
「作品 (習作)庄 内町」
ガラス原版枚11

ネガフィルム3枚

107X32

《(電車))((線路修緒の怖瞭図))く(線踏修繕))く(淡渫船))(ネガ、
ほぼ同構図で2枚)((汲渫船の一部))(ネガ)く(法渫作業)〉く(椿))く窓
の雨)(雨見えず、袋別か?)((指とフィンガーチョコ)》《(花瓶の花)》
《静物 菓子)(習作)(花瓶の花)く習作 フィンガーチョコ)

1 ～ 1 1

FUJI PORTRAIT PLATESの
箱 「部内スケッチ (主婦の友
時代)」「街」
ガラス原版11枚
ネガフィルム1枚 +7枚

107X82

ネガフィルム7枚 (45× 73、片側のみ状態ひどし)

((煉瓦のアーチのある入り回))《我好む街の嗅音 昭和8年 7月
14日)((街景、建物))(遠くに教会の尖塔の十字架が見える)((Y
WCAの 建物))((街景、建物))((建物))(遠くにアドバルーンが
見える)く(人気のない通り))(ネガフィルム)((建物の間))((煉
瓦造りの建物のある通り))く(駅に止まっている電車)〉く((煉瓦造
りの建物のある通りにクラシックカー)〉く(エコライ堂?))

1 1

1～21

Eastman PLATESの  箱 「船
(横浜港)」
ガラス原版21枚
ネガフィルム6枚

107X32

《(ロープを整える?人二人))く(船))(ネガフィルム)(Ship ⅢCoalⅢ
か?昭 和8年 2月18日)く(船外観清掃))(ネガフィルム)く(船))
(ガラスから塗膜が剥離)く(船外観清掃))(ネガフィルム)((杭を
打つ人))((不詳))(ネガフィルム)(影[?])(文 字読めず)((船
外観清掃))(ネガフィルム)((船))(ガラスからを膜が剥離)く(船
外観清掃))(ネガフィルム)((船側面浮き輸))((船首、4111角))(塗
膜剥離)く(帆柱))((M4Rl、DAR POMORZA))く(船尾))く(船全図))
(一部塗膜剥離)〈(船首))((M4Rl、船尾より))く(船、斜め前方より))
(一部塗膜剥離)く徹側、斜め前方より))((甲板の二人物、仰角)〉
く(波))〈影[?字読めず]日召和8年2月18日)《(機般かの船))(Shゅ
Ⅲ
Caa Ⅲか? 日召本日3年2月18日)

1～6

Agfa lsochrom‐Plattenの箱
「左内町時代」
ガラス原版6枚

不詳 107×82

((lrl販で見た子供一人))(昭和8年 7月10日)((ブランコをこぐ
子供))(長延寺校β (方賀弓雄さん)(ガラス原版よリフォルム
収縮剥離ひどい)((不詳))(ガラス原版よリフォルム収縮剥離ひ
どい)く(不詳))(ガラス原版よリフォルム収縮剥離ひどい)

6

1～5

FU」I PORTRAIT PLATESの
箱「弥一翁、瀬[?]田氏」「139
月-10月」
ガラス原版5枚

不詳 107×82 く′JW,牧衛櫛 く父)《父)(父 左内町に於て〉く潮田様》 5

1～20

FU」l DRY PLATES Alの 箱
「異人池 (本館時代)」「赤外
線 (新潟)」
ガラス原版20枚、
ダイレクトプリント1枚

不詳 107X82

(異人池)(原版右下に署名 T ttk舟 (異人池)(具人池)((冬枯
れのポプラ?)((新潟カトリック教会の尖増))((冬枯れのポプ
ラ?))((冬枯れのポプラ?))(実人池)(果人池)(ダイレクトブ
リントが付属)(異人池 猫 山医院前の坂道より)(「猫山～」はべ
ン書き、別人か?)(異人池 猫山医院前坂道より))(先に同じ)((新
潟カトリック教会))((新潟カトリック教会))く異人池)(砂丘)(砂
丘)《砂丘)〈砂丘)く砂丘)(砂丘)

1～6

FU」I PORTRAIT PLATESの

箱 「航空」「航空」
ガラス原版6枚

不詳 107X82

((航空写真)〉く(不詳、手と上半身の影が映っている)く(飛行機の
プロベラ))((飛行機))(機種名「第十義勇」会社名mSHIKAWAJMA
AIRCRAF「CO LTD TOKYO」が読める)く(二人乗り飛行機の操縦
席)く複斡

6

1～16

FU」l DRY PLATES Alの 箱
「生物」
ガラス原版16枚

不詳 107X82

く(日傘をさす婦人に桜))((八重桜を見る婦人))((草の束を掲げ
る婦人))((風景の中の日傘をさした和装婦人))(風景の中の和装
婦人))く(風景の中の和装婦人2))く(風景の中の和装婦人3))((砂
浜で頭上にポールを掲げる女性))((砂浜で頭上にポールを掲げる
女性)2)((犬 を連れる和装婦人))((犬を連れる和装婦人2)》《(羽
化する蝉))((仔ヤギ))((仔ヤギ)》く(仔ヤギ))((ヤギの規子)》

1～20

ORIENTAL PORTRAIT

SPEEDY PLATESの 箱 「ス

ケ ッチ (主婦 の友 時 代)」
「花 桜 、梅、椿、虚美人草」
ガラス原版20枚

不詳 107×82

く奥多摩)〈靴みがき/靴屋の手 昭和8年 2月18日撮影 於西銀
座)くさくら/城門の桜花 昭和8年 4月)(さ くら/上野末 [?]
照宅の桜 昭和8年 4月》くさくら/上野京 [?]照宅桜 昭和8
年4月)0ゆ (悔)(袋に一部張り付き)(部内早春スケッチ)(悔
の菅)(袋に一部張り付き)く上野のさくら/桜 新潟)くひなげし)
(椿 惜春/山椿一輪 昭和8年 4月)(袋に一部張り付き)(格/
山椿一輸 昭和8年4月)(袋に一部張り付き)(倍/山椿一輪 昭
和8年 4月)(袋に一部張り付き)(八重ざくら)く市ヶ谷宅三階より)
く赤坂弁》

1

箱②合計 1
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箱③

件数

ガラス醐
き

壼  R召禾日11年 9月 24日 と一者5に記載

1 ～ 1 1 堺時雄 ガラス 12X168

民 X手 紙 (着物の柄)日 召和11年 3月 と一部に記載

1～9 堺時雄 ガラス 12×168 9

上一枚四幡入九 フ イルム昭和10年頃民 赤 外線写真 2点 (ガラス)

1～2 堺時雄 赤外線写真ガラス 12X168 2

35mmフ イルム切れ端

名称無 し (T548」2020Tと 記載あり)

1～5 堺時雄 ガラス 12X168

大判ガラス 165×21 5

幼時代

1～ 10 堺時雄 ガラス

自137枚 昭和 4年 10月 10日 より3週 間予備役として立川へ召集中に撮影スル

1～48 堺時雄 フイルム 8×108

名称無 し野島×四郎  日召禾日121三9月 11日

1～2 堺時雄 ガラス 168×21 2

高校ス トーム

1～2 堺時雄 ガラス 12X165 2

志賀、大平、糸板及新潟風景、異人池

1～6 堺時雄 ガラス 12X168

紙焼き 10X152 2

銘 刀 原板 昭 和11年

1～ 17 堺時雄 ガラス 12X168

大平 堺時雄 原板 昭 和13年

1～22 堺時雄 ガラス 12×168

西堀 浜 辺 異 人池 (風 景)日 召和 8、昭和‖ 、昭和13、1921と 記載あり

1～ 14 堺時雄 ガラス 12X168

紙焼き 12X168 |

番外 羽 賀家、山田家 昭 和10

1～8 堺時雄 ガラス 12X168

主婦友

1 堺時雄 ガラス 8X105

16mmネ ガ 1

印画紙 (未使用)

ガラス版 (赤と青)

高租願有

1～9 堺時雄 ガラス 12X168

名称無 し G31424445昭 和12

1 ～ 1 1 堺時雄 ガラス 12X168 1 1

1 堺時雄 ガラス 82X108 1

フイルム 82×108

旧高校アルバム用 昭 和12年

1 ～ 1 1 堺時雄 ガラス 12X168 1 1

箱③合計

■ 22



堺時雄及び関連資料 Ⅲ一その他資料
※その他資料の調査・記録について1～24までは桐原主任学芸員、25以降は藤国主任学芸員が行った。

区分 酵 作品名 制作年 サイズ 作品写真 儲 2

1

箱書き「金井家一門写真」
(Mercbnの箱)

不詳 周潟
書

新
葉

期
絵

初
真印

謡
は

昭和初期 9X14 金井写真館の紙袋入り。
表にマジックで脚召和初
期新潟風景」。写真の絵葉
書。それぞれ裏面に題あ
',。

()内 は
調査者に
よる補足
メモ

2

箱書き「金井家一門写真」
(Mercianの箱)

1 堺時雄 中沢信一氏 不 羊 1 5 7 X

1 0 8

右下に署名『Saka」。台
紙に貼 り付け(台紙寸
274×208、合紙に「新潟
金井写真館本店」)。台紙
裏面に「中沢信一氏 結
婚」。袋入り(表紙中央に
木をデザインした模様。
袋表に鉛筆で「中沢信吉
氏J。

あ り 「」は記
載情報

3

箱書き「金井家―門写真」
(Mercianの箱)

1 金井弥一 旅の跡 弥 一翁
佐渡旅情 ・他
9点

不詳 各種

(うち最大

1 7 X 1 1 4 )

堺時雄宛の共栄美術倶楽
部の封筒に入っている。
表に塁で「旅の跡」鉛筆で
「弥一翁佐渡旅情 ・他」。

あ り 台紙貼り付けのもの
(裏面にベンで日日村
松領/真 鯉の池/伝
説あり/撮 影者全井
弥―」)
裏面に鉛筆で「弥一翁
/パ リ万博出品作品
/銀杯受賞」

4

箱書き「金井家―門写真」
(Mercbnの箱)

不詳 父母 9点 不詳 堺時雄宛の共栄美術倶楽
部の封筒に入っている。
表に青鉛筆で「父母 家
雄 」。

あ り

5

箱書き「金井家一門写真」
(Mercbnの箱)

不 詳 35ミ リダイレク
トプリント
コマ切れ 18点

不 詳 コマ

〕8X24
る
に
子

ぁ
筒
様”仰的

機

ン
て

行

夕

つ
？

飛

ス
入

か

あ り

6
箱書き「全井家―門写真」
(Mercbnの箱)

ネ ガ 不詳 本居姉妹 6× 9
ネガ

不詳 112X31 ハトロン紙の袋に鉛筆書
きで「本居姉妹」

7
箱書き「全井家一門写真」
(Merci卸の箱)

1 不詳 金井家母堂、幸二兄 1930 ■6X卸 裏面に鉛筆で「金井家母
堂/幸二兄/)昭和5年)」

箱書き「金井家一門写真」
(Mercianの箱)

1 金井弥一 新潟芸妓 不詳 27X211[
(画寸)

扇子を持つ芸妓の膝上立
姿。裏面鉛筆で「新潟芸
妓 弥―翁写」

箱書き「金井家―門写真」
(Mercianの箱)

1 金井弥一 (片手 に書物持
ち、読む女性)

不詳 27X205

(画寸)
裏面鉛筆で「弥一翁写」

箱書き「金井家一門写真」
(Merdanの箱)

1 不詳 (幼児) 不詳 書き込みなどなし

1 1
箱書き「金井家―門写真」

(Mercbnの箱)

不詳 幼児、母子、家族
など23点

不詳 いくつか裏面書き込みあり

箱書き「金井家一門写真」
(Mercbnの箱)

1 不詳 滝沢写真館の紙袋 不詳 64Xク|

箱書き「金井家―門写真」
(Mercねnの箱)

1 不詳 金井光子様 不詳 29X‖ 裏面鉛筆で「金井光子様」

箱書き「金井家一門写真」
(M輌卸の箱)

1 不詳 光子様 女 学校
二年生頃

不詳 23X12 裏面鉛筆で「光子様 女
学校二年生頃」。「金井光
子オ剥 と同画像。

箱書き「金井家一門写真」
(Mercianの箱)

1 不詳 (女性椅像) 不詳 134X93 台紙に貼り付け。右下エ
ンボスで「S KAllVABATA」

箱書き「金井家一門写真」
(Merdanの箱)

4 不詳 金井一門 4点
(和装の子供、秒
浜の人物5人、鹿
と人物 3人、揮姿
の男たち)

不 詳 飛行機に金井本店とある
スタンプのある封筒、表に
青鉛筆で「金井一門」。紙
焼きはいずれも書き込み
等なし。

あ り

1 7

箱書き「金井家一門写真」
(Mercbnの箱)

1 不詳 (腕組みをする青
年上半身)

不詳 103X7を台紙貼り付け。台紙右下
に F口刷 で「Y Hasegawa
Tokyo,Jaoan」。裏面鉛筆
で「長谷川保定氏入門時
長兄」

箱書き「金井家―門写真」
(Merci卸の箱)

新聞切

り抜き

新聞切り抜き (大
正天皇御大葬新
聞切レ)

小林百貨店の包装紙に包
まれている。破れひどい。
新聞名、日時不詳。

箱書き「金井家一門写真」
(Merci卸の箱)

2 2 不詳 紙焼き22点

箱書き「金井家―門写真」
(Mercianの箱)

1 不詳 (宴会記念写真) 1955年 79Xll( 右下スタンプで日付
「1955925」

箱書き「金井家―門写真」
(Mecianの箱)

1 不詳 (万代橋)複写? 不詳 75×11

23 盤



区分 脇 作品名 制作年 サイズ 儲 作品写真 能 2

2 2

箱書き「金井家一門写真」

(Mercianの箱)

1 不詳 集合写真複写 77Xll l裏面万年筆で「明治三八 ・

九/大 日本護国幼年会県
支部/発 令式 旧 新師玄
関 103名」

23
絡書き「金井家一円写真」
(Merc卸の箱)

1 不詳 (外国人の少女) 不詳 123X駆 丸めてあり巻 き癖強い。
書き込み等なし

24

箱書き「金井家―門写真」
(Mercbnの箱)

1 紙焼き91点、ネガ
1、絵葉書15、切り
抜き1

25

堺時雄

所蔵写真

明治写真 台 紙

貼り

1 20枚
工①201【 ②20
枚③l軸
口 10枚 Ⅳ 12枚
V7枚
台紙無 しバラ
27枚

台紙

6X103

台紙無し

53×8

26

塀時雄
千蔵写真

奈良八景写真図
大和名所写真図
大和奈良名所図
(明治人物写真帳)

ｘ６５
冊

研

４
B■

い ロ

S S S●

界時雄所蔵品 ヒルム(フィルム)
ケース

箱に「人物」と記載

28

堺時雄所蔵品 ヒルム(フィルム)
箱
フイルム22点
ガラス原盤 1点
(紙焼は作品とし
て存在)
フイルム箱 1点
(粟島白黒と記朝)

黙

29

堺時雄所蔵品 倫葉書帳 19X133X25「絵葉書書 三 国吉枝 明
治四拾参年 尋 常小学校

1月24日」と記載あり ■目

3 0

堺時雄所蔵品 16mmフ イルム 「li影当家一風景 (2)扇
光一適当、ネガのまま送ら
れたし 編 集は不要」と言[
載あり

畿

堺時雄所蔵品 フイルム缶の中
に現像 フイルム
15本

$
堺時雄 アルバム 大 戦

中写真中心
31X25X`

□
邸

3 3

堺時雄 アルバム 戦 前
風景写真中心

▼X鍋5双

3 4 写真たて 125X‖t 3個

35 鶏卵代 (FP画紙) 25X14 2点  ※ Mat卜Albumh
Poslkartenと記載あり

36 不詳 16×11 Rhoda Lumiere‐」ougiaと
記載あり

■ 24



7.終 わりに

今回の寄贈作品を整理すること至 最初に述べた通り、下岡蓮杖から鈴木真一、そし

て金井弥一から堺時雄へと違なる日本写真史の一系譜を作品を通じて眺めることがで

きる。しかし、堺時雄及び金井弥一の作品調査・研究はまだまだ始まったばかりであり、

大きな戦争を経ている事や新潟市内の大火や洪水な▲様 な々天災により多くの資料が

失われているため、あまりにも情報は少なく、全貌が見えてくるのはこれからの作業とな

ると考えられる。しかしながら、前述の詳細なリストと分類が掲載された金子隆一氏に

よる「東京都写真美術館収蔵の堺時雄関係資料」が近年になって発表されたことを考

えると、希望が見えないこともない。本稿を見て何か情報や誤りなどご指摘頂ければ幸

いである。なお、最後になりましたが、貴重な作品及び資料をご寄贈下さいました堺時

雄氏のご遺族にあらためでいより御礼申し上げま坑

(新潟県立万代島美術館主任学芸員)

25 E


